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背景・目的：長期の前向きコホート研究では、追跡調査による摂取量情報の更

新と同時に、被調査者の回答にかかる負担軽減も同時に要求される。我々は、

次世代多目的コホート研究（JPHC-NEXT）ベースライン調査で、JPHC Study 

FFQを基に開発した詳細版 FFQ（172食品項目）を用いたが、追跡調査のため

に短縮版 FFQ（66食品項目）を開発した。そこで、ベースラインで用いた短縮

版及び詳細版 FFQの順位づけ妥当性を当該調査対象の地域住民にて比較した。 

方法：2012年～2013年に、JPHC-NEXT 詳細版 FFQを使用する国内５地域の

40–74歳の男女 240人が 12日間の秤量食事記録調査(12d-WFR)、詳細版 FFQへ

回答を完了した。そのうち 228 人は短縮版 FFQも提出した。２種類の FFQか

ら計算した摂取量推定値と 12d-WFRとの Spearman相関係数を求め、個人内変

動を補正した。 

結果：短縮版 FFQによるエネルギー及び 53栄養素項目の推定値と 12d-WFRと

の相関係数の中央値は、男性で 0.46、女性で 0.44であった。詳細版のそれはそ

れぞれ 0.50、0.43であった。短縮版・詳細版 FFQによる栄養素等摂取量５分位

による順位づけの、同分位か隣接分位内に一致した者の割合は、男性で 68%～

91%、女性では 58%～85%であった。 

まとめ：中高年の地域住民において、短縮版 FFQでも、詳細版 FFQと同様に多

くの栄養素・食品群で概ね中程度以上に順位づけ可能な推定値が得られること

が確認された。短縮版 FFQは、前向き研究の追跡調査において食事情報の更新

を目的として利用可能である。 
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